
 

呼吸器疾患吸入薬が風邪コロナウイルスの炎症を抑える仕組み 

 

東北大学大学院医学系研究科先進感染症予防学寄附講座の山谷睦雄教授らの研究グループ

は、一般に使用されている呼吸器疾患吸入薬が風邪コロナウイルスの増殖と炎症を誘導す

る物質の放出を抑えることを明らかにしました。呼吸器疾患吸入薬のうち、気管支拡張薬は

細胞表面のウイルス粒子受容体を減らすことでウイルスの吸着を抑え、また、ウイルス粒子

の細胞内への取り込みに必要な構造（酸性エンドソーム）の量を減らすことで、結果的にウ

イルスの増殖を抑えていることが明らかになりました。さらに、呼吸器疾患吸入薬は、慢性

閉塞性肺疾患や気管支喘息を悪化させる炎症を引き起こす物質の放出を抑えました。 

 

 

 

はじめに研究グループは、ヒト由来の呼吸器の培養細胞（気道上皮細胞）に風邪コロナウイ

ルス（HCOV-229E）を感染させ、呼吸器疾患吸入薬がウイルスの増殖（放出量） に与える

効果を調べました（図１）。その結果、細胞に気管支拡張薬（ムスカリン受容体拮抗薬、β2 

アドレナリン受容体刺激薬）を添加すると風邪コロナウイルスの放出量が減少することが

明らかになりました。また、β2 アドレナリン受容体刺激薬を添加すると、風邪コロナウイ

ルスが細胞に吸着するために必要な細胞表面に存在する受容体の量が減少しました（図 2）。

さらに、気管支拡張薬を添加すると、ウイルスの遺伝子が細胞内に放出されるために必要な

構造体（酸性エンドソーム）が減少しました（図 3）。これらの結果より、受容体および酸



性エンドソームの減少がウイルス放出量の減少に関連していることが明らかになりました。

また、細胞に気管支拡張薬や吸入ステロイド薬を添加すると炎症を誘導する物質の放出量

が減少しました（図 4）。 

 

 

図 1. 呼吸器疾患治療薬は風邪コロナウイルスの放出量（増殖）を抑えるグリコピロニウム

（ムスカリン受容体拮抗薬）、ホルモテロール（β2 アドレナリン受容体刺激薬）はウイル

ス放出量を有意に減少させる。 

 

図 2. 呼吸器疾患治療薬の風邪コロナウイルス受容体量への効果ホルモテロール（β2 アド

レナリン受容体刺激薬）はウイルス受容体量を有意に減少させる。 

 



 

図 3. 呼吸器疾患治療薬の酸性エンドソーム量への効果グリコピロニウム（ムスカリン受容

体拮抗薬）、ホルモテロール（β2 アドレナリン受容体刺激薬）は酸性エンドソームの量を

有意に減少させる。 

 

図 

4. 呼吸器疾患治療薬の炎症を誘導する物質の放出への効果グリコピロニウム（ムスカリン



受容体拮抗薬）、ホルモテロール（β2 アドレナリン受容体刺激薬）、ブデソニド（吸入ステ

ロイド薬）は炎症を誘導する物質の放出を有意に減少させる 

 

今回の研究結果から、慢性閉塞性肺疾患や気管支喘息の治療に用いられる気管支拡張薬や

吸入ステロイド薬が風邪コロナウイルスの増殖・放出を減少させ、炎症誘導物質の放出を抑

制する効果があることが明らかになりました。呼吸器疾患吸入薬のこれらの効果が、風邪コ

ロナウイルス感染時における慢性閉塞性肺疾患や気管支喘息の悪化に対する予防に貢献し

ていると考えられます。 
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